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ふれあい芋煮会
Gallery

　９月14日、日本一の芋煮会プレイベントとして、ふ
れあい芋煮会が開催されました。福祉関係の事業所がメ
インで河川敷の清掃活動（ボランティア）が実施されま
した。
　多くの福祉事業所が参加
してのイベントで、清掃活
動の後に慰労をかねた芋煮
会になりました。ステップ
アップ霞城からも20名参
加し、秋晴れの中さわやか
な気候に恵まれて気持ちの
いい一日でした。

病院祭記念講演会
Gallery

　10月19日（木）、上山市の三友エンジニア体育文化センターにて、かみのやま病院祭記念講
演会が行われ、約130名の皆様にお越しいただきました。
　はじめに、当院村岡義明医師より、ひきこもりの実態や背景、基本的な対応や支援、またこ
れまで医療としてどのように関わりを持ってきたかの実践の報告がありました。国の施策によ
り支援体制は整いつつあるが、ひきこもりの長期化や高齢化などの問題が提示され、①本人が
家庭内で安定できるよう、②家族が本人と対話できるよう、③家族以外の人との人間関係を回
復できるよう、本人と家族を中心に保健・医療・福祉・地域が繋がりを持つ事の大切さについ
ての話がありました。
　引き続き、お招きしたNPO法人「から・ころセンター」代表理事の伊藤正俊先生より、「から・
ころセンター」立ち上げから現在に至るまでの活動内容についてお話いただきました。「登校
拒否の子を持つ親の会」から始まり、ひきこもりの人の居場所作り、さらに就労支援のための
Ｂ型就労支援事業所や施設外就労への取り組みなど、ひきこもり支援に地域として様々なこと
に取り組まれている、心惹きこまれる内容の講話でした。ひきこもりの人にとってハードルの
高い一般就労の前段階として「社会で繋がる」ための一連の流れを「から・ころセンター」を
軸に行う一方、家族会では家族が本音で話をし様々な考え方を学ぶ中で家族のこころが元気に
なること、そのことが本人の回復に繋がっていく体験をお聴きすることができました。
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精神科医療機関と
ハローワークの連携モデル事業
Report

かみのやま病院祭が行われました
テープカット式
Gallery

記念講演会
ふれあい芋煮会
Information
山形さくら町病院外来診療体制表
かみのやま病院外来診療体制表

Information

平成 29年 10月～

大久保

大久保

上山・山形市内巡回バス運行中

相談支援



連携モデル事業紹介
NEW!!

テープカット式
Report

　かみのやま病院西棟正面玄関の外構工事も
終了しオープンを記念してテープカットが行
われました。駐車場も広くなり、皆様がより
便利に、より安心してご来院いただけます。

かみのやま病院祭
Report

精神科医療機関とハローワークの連携モデル事業

など自分に合った働き方を一緒に考えます

職業訓練施設
見学・紹介 自分で職探し

ハローワーク紹介

面
談

障がいをオープンに
する？　しない？

働き方は？
短期バイト　パート　一般雇用

就労訓練を
する？　しない？

　ハローワークとの連携モデル事業は下記の方が対象になります。
●離職中で、就労意欲がある方
●精神障害者保健福祉手帳を所持している方。もしくは医師の意見書により３疾患（統合失調
症・そううつ病・てんかん）であることが確認されている方
●精神科デイケアエスポワール、精神科デイケアむづれはに登録し活動に参加されている方
●就労が可能な状態と認められた方
●障がいを有することを開示して就労することを希望する方
●ハローワーク山形において求職登録を行い、支援機関で個人情報を共有することに同意する方

　精神科デイケアでは、症状の安定をはじめ疾患や障がいの理解、働くための体力、規則正し
い生活リズム、職場でのコミュニケーション、ストレスの対処法など、就労にむけた活動を
行って、就労するための準備を整えていきます。そのようにして「いつか働けたら」という漠
然とした気持ちから、現実的にチャレンジしてみようという気持ちが生まれてきます。

　このように色々な選択肢の中から、自分の状態に合わせた仕事の仕方や訓練など選択し、
チャレンジすることができます。その選択肢の中に『連携モデル事業』も加わりました。詳
しいことは、各デイケアにお問い合わせください。

　障がい者の就労件数は、年々増加しています。ハローワークを通じ2016年度の山形県内の
障がい者就労件数は844件で、そのうち精神障がい者は288件（山形労働局発表）に達し増加
傾向にあります。ハローワーク山形では、精神障がい者の就労を支援すべく、2017年度から
精神科医療機関との連携モデル事業の取り組みを始めました。
　山形さくら町病院とかみのやま病院は今回協定を締結し、ハローワークと協働で精神障がい
者の就労を支援しています。
　この事業は、精神科医療機関（山形さくら町病院精神科デイケアエスポワール、かみのやま
病院精神科デイケアむづれは）の就労支援プログラム等を利用し、就職を希望する障がい者に
対して、デイケアとハローワークの担当者（コーディネーター）を中心とした就労支援チーム
により、就労準備から就労後の定着までの一貫した支援を実施する事業です。

　今年で59回目となる「かみのやま病院祭」が10月22日開催されました。今年は台風の影響
で雨の中での開催となりましたが、約960名を超える地域のみな様にご来場いただきました。
　新棟と介護老人保健施設「かなやの里」がメイン会場になり多くの方々に新しい施設も見て
いただく事ができました。出店には、近隣の農家のみな様による野菜直売やこまくさの里、い
ずみの家、白鷹陽光学園のみな様などにもご協力いただき、準備しました出店は売り切れ続出
の大賑わいとなりました。
　恒例となりました高松観音裸餅つきでは、お子様を含めた来場者も一緒に餅つきを楽しんで
いただき、縁起物の振る舞い餅は長蛇の列となりました。
　院内の作品展示には、今年も金谷子ども会・中川児童センター、かしの木幼稚園の方々から
絵画などご協力いただき、療養中のみな様、デイケアセンターをご利用されている方々の作品
も展示し院内の各所が大変華やぎました。
　足元の悪い中大勢の方にお越しいただき心より感謝申し上げます。

就労へ
●就労定着のための支援

ハローワークチーム支援事業
●障がい者職業訓練センター
●就労移行支援事業所
●企業訪問、就労体験

ハローワークと
コーディネーター会議

●具体的な就労支援プランの協議

デイケア通所
●デイケアの活動で就労するための
　準備を整える

特集

症状の安定
体力の回復

規則正しい
生活リズム

コミュニケー
ション能力　
ストレス対処

就労マナー

〒990-0045 山形市桜町2-75
TEL 023-625-7141
　 精神科デイケア　エスポワール

〒999-3103 上山市金谷字下河原1370
TEL 023-672-8398
　 精神科デイケア　むづれは
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